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1  序

 労働組合の賃金決定に与える影響について1ま、古くから嗣やを寄せられ

ており，色事な接近方法が試みられている。Hiρks［1］はかって，労働争

議に直面している雇主と組合の間で賃金率がどの水準に決定されるかを論

じた。その際，彼は「雇主の譲歩曲線」と「組合の抵抗曲線」の二曲線を

導入して説明している。 Hieser［2］は，労働市場が双方独占下にあると

仮定し，雇主と組合の行動により経済的な意味を与えて稼自身のモデルを

準てた。 このHieserモデルを批判しながら・ざらに・Johnston［3］は

一・ ﾂのモデルを提唱している。

 Johnsto旦雪デでレでは，賃金交渉をすう上に当って雇主は子f． Tクな賃

一爾回答額軸つ1いると灘されてv・る1）・こ細工し・綿合について

はス♪ライキ（場下では単にストという）を目前にして予馨スト期間とテ

想賃上げ額に関するユ＝ ptクな値をも牟な野と想建されている。JQhllston

は．，，組合がストから得られる利得を計算するとき，あるtE．のろト期間で

ある幅をもった賃上げ額を予想するものとし，スト期間についてもある幅

をもPてv〕ると想寒している％tttそり結果・JghnstQnモデ々では）．組合

にユニーぞな要求額をもたない、ことになる。

 この点について・Kristensen［4］が一つり示唆を与えているように，

組合もストを目前にしてUニー・…クな予想スト期間と賃上げ額をもっている

1） Johnston ［3］ pp． 843-44．

2） Johnston ［3コ PP．848-49・
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と想定して分析することも有意義であろう3）。本稿では，この示唆に従

い労働市場が双方独占下にあるとき，企業と組合双方とも賃金交渉に当っ

てユニーークな予想スト期間と賃上げ額をもっているという想定のもとに，

企業のユニー・・一一クな賃上げ回答額と組合のユニ・・一クな賃上げ要求額を求める。

E 回  答  額

 企業が賃金交渉に直面している場合，企業はストに耐えるか，組合の要

求を受け入れるかを決定しなければならない。その場合，企業は賃金交渉

によ6て蒙るだろう費用を最小にするよう』に行動する。

 スト前に組合の要求を受け入れるか，あるいは，ストを回避するために

賃上げ回答することによって蒙る企業の費用は，賃上げ額，Aw，による利

潤の喪失であり，それをスト回避i費用，Le1，という。Hieserが仮定し距

ように4），

   Lei＝（？ Vn （i） dW co
とする◎ここでQは雇用量であり，V。 （i）は1をn期間にわたって率

iで割り引いた合計額である◎

 企業は賃金交渉に当ってストを打たれた場合の費用を見積る。企業がス

トに耐え，それを解決するために負担しなければならない費用をスト随伴

費用といい，Le2で示す。 スト随伴費用はスト費用， L11，と解決費用，

L12，'とから成っている。すなわち，

   Le2＝Ln＋Li2 ' （2）
である。

 スト費用はスト自体によって蒙る費用であり，スト期間，Se，現在の賃

金率の水準，w，雇用量， Q，需要の価格弾力性， e，等に依存するが，

Hieser' ｪ仮定したようtlと 5），

3）Kristensen［4］P．334で指i滴されている。

4） Hieser ［2］ p． 65．

5） Hieser ［2］ pp． 64-5．
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   L・・』警＋QF（・，，勿  ③

とする。ここで左辺の第1項はスト期間操業を停止することによって生ず

る利潤の喪失であり・第2項は顧客ζの契約不履行，信用の失墜，資金繰

り上の逼迫等による損失を示している。後者はスト期間の増加関数である

から，さらに，Johnstonが仮定したように6），

   F（Se， W） ＝bSe2 ， （4）
とする。

 解決費用はストを解決するために企業がなす賃上げ回答によって喪失す

る利潤であり，Hieserが仮定したように7），

   Li2 ＝＝ （？ Vn （i）dWs （5）
とする。ここでdw、は企業がストを打たれたならば覚悟しなけれぽなら

ないと予想する賃上げ額である。

 これら特定な場合を考慮すれば，スト随伴費用は

   Le2 ＝ais． 十a2s，2十a3dw． （6）
となる。ここで

   cui ＝＝ i123｛， a2＝Qb， a3＝QV． （i）

である。

 企業は，組合のストにとる行動を制約として，その予想する随伴費用を

最小にするような回答額を交渉の各農階で提示していく。回答に際して，

企業は組合がストにとる行動を予想しなければならない。企業の念頭にお

いているものが，Hicksの提唱した「組合の抵抗曲線」8）であるとする。

簡単化のために線型であるとすると，企業が予想する組合の抵抗曲線は

   Se＝ 6（dWr 一' dWs） （7）
である。ここでAwrは企業が回答：したならば，組合に抵抗もなぐ受け入

6） Johnston ［3］ p． 845．

7） Hieser ［2］ p． 65．

8）Hicks［1］P．142，『邦訳書』P・127・
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れちれるだろう賃上げ額であり，δは企業が予想するストに関する組合の

抵抗性向である。

 賃金交渉の初期農階でぽ，企業は組合の抵抗性向を低く予想しているだ

ろう。交渉の進むにつれて抵抗性向を高く予想するようになる。抵抗性向

の予想を高く改訂する場合，同bスト期間のもとで企業はより高い賃上げ

回答額を覚悟するだろう◎

 企業は（7）式の制約のもとに，その予想するスト随伴費用を最小にするよ

うな予想スト期間，Se＊，と予想賃上げ回答額， dWs＊，を決定する。それ

らを求めれば，次のようになる9）。

9）Johnston［3］が導出したものである。導出過程を示せば次のようになる。

 g6）＋」'k Le，2＝qise＋a2se2＋a3dw，．

 （7）式幽sθニ＝δ（awr一∠1ルs）

  （7）式より                   ・ ． ・

  aws＝＝ dw，一gse一

 'を得ることができる。これを（6）式に代入すると，（6）式は'

  Le2 ＝＝ aise ＋a2Se2＋ a3（AWr 一iStL）

 となる。これをSeについて微分すれば，・

  需一・＋・・…一穿

触る・9とがでぎる・これをゼロ軍けば・

  ai．＋ 2a2se '一一．！iSt ＝ O一

  ㌧で走るgこれからtt．

  ・・一α毒1δ

 ．『を得るζ，とができる6これを⑦式に代入して適巻に移項す典球1

  砥一砺一睡誰。

 ・が得られる。' '．

  第一次導関数をさらに微分すれば，

  41無…〉・

 である。
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   ・μ翻δ一    ㌧．⑧
   岬一珈・一竃湯     （9）

 これらを⑥式に代入すれぽ，企業のストが起つた場合に負担すべき最小

予想費用を得ることができる。すなわち，最小予想スト随伴費用は

 一 Le2＊＝＝ais，＊＋at2s，＊2＋a3dw，＊ ．．． eo）

である。

 いまや，企業は賃金交渉に臨んで二つの費用を考慮する。．それらはスト

回避費用と最小予想スト随伴費用である。企業が賃金交渉に伴って発生す

ると予想する総費用を予想スト総費用，E，とし，それを

   E＝（レπ，）Le、＋π，ム、2＊    ㌦   幽 噛㈱

と仮定する。・ここでπ，は企業が考えるストの起る確率であり，それを

 予想kト総費用はL、2が予想されるならぽ，賃上げ回答額だげの関数

となるカ・ら，予想スト総費用の最小値をもたらす賃上げ回答額，'dw＊，を

求めることができる10）6それは

10） （1） L，i＝ Q；7”．（i）aw ＝ a3Azu

 ⑪式E＝（1一π，）！｝。1＋π，z，、2＊

⑫式・・一1盗

  ⑫式を⑪式に代入し，（1）式を考慮すれば，⑪式は

  E畜＝・・伽＋（  dw1一一  dWr）ゐ・2＊

  となる。これをAZVについて微分すれぽ，

  璽＝璽a珈＿弛悉
  dAw     nwr         dWr

  が得られる。これをゼロとおけば，

  延伽＿虻漏。
       dzvr  awr

（次頁へ続く）．
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   Aw・一釜         ⑬
である。これはさらに

   atv＊ ：一；t（一LL；il｝'k＋i）Aw，＊ ． 〈Y）

とすることができる。回答額は

   Li2＊iLn＊ ・ ・ q5）
に応じて

   Azu＊；dw．＊ （16）
である。

   皿 要  求  額

 組合も，企業と同様，賃金交渉に当ってi企業の回答を受け入れるか，

それともストに訴えるかの二者択一をせまられている。その場合，組合は

賃金交渉によって得られる利得を最大にするように行動するだろう。

 スト前に組合が企業の回答を受け入れるか，企業に受げ入れられるよう

な自己の賃上げ額を要求する場合，その賃上げ要求額・回答額を4ωとす

れば，スト前の賃上げによる組合の利得をスト回避利得，G。，，とすれば，

それは

   G．i＝ Q（1 一一 op） V．（1'）Aa） q7）

である11）。ここでηは限界収入の賃金弾力性であり，V：m（カはm期間

（前頁より続く）

 であり，dwについて整理すれば，

  dw＊＝璽
     2a3

 である。

  第一導関数をさらに微分すれば，第二次導関数は

  鎌一i畿〉・

 である。
11） Hieser ［2］ p． 63， Johnston ［3］ p． 839．

              一一 6 一一
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にわたって率ゴで1を割り引いた合計である。

 スト回避利得と同様，賃金交渉に臨んで組合はストという武器を利用す

る場合の利得をも考慮するだろう。 その利得をスト純利得，G。，，とい

い，それは獲得する賃上げ額，4ω、，寮もたらす利得，G、，からスト費用，

Luを差し引いたものである。それは

   G．，＝G，一一L． as）
で示される。賃上げによる利得は

   Gi＝ Q（1-op） V，n（7'）dtus （tw）

である。組合のスト費用は，その計画するスト期間をSt、とすれば，

   L。 ＝Qws。＋Qσ（s。，の           ⑳

である。右辺の第1項はスト雲隠申の賃金未払額であり，第2項はストの

継続によって生ずる組合員の貯蓄・スト基金の枯渇等を示している。第2

項をスト期間のみの関数として，さらに，

   U（s．， w）＝gs．2 （an）
と仮定する。⑲，⑳，⑳式を考慮：すれば，⑱式は

   G．2 ＝＝ B3da），一 （＆ s． ＋B2s．2） （20

となる。ただし，

   Bi ：（？w， B2＝（？g， P3 ＝Q（i一一〇p）V．（i'）

である。

 組合の予想スト純利得は，組合の予定するスト期間，S。，と獲得できる

と考える賃上げ額，4ω、，とに依存する。 その賃上げ額を企業が譲歩する

だろう賃上げ額と読みかえれば，組合が念頭におくものは，ある一定のス

ト期間に対応して獲得可能な賃上げ額との関係を示す「雇主の譲歩曲線」12）

である。ここでJohnstonのEスペース13）のかわりに，次のような雇主

の譲歩曲線を導入する。それは

12）Hicks［1］P．．142，『邦訳書』P・126で提唱されたものを読みかえている。

13） Johnston ［3コ P．848．

               一 7 一一一
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   ・・一潤ただし・ a・・，ssAto '  ⑳

である。ここでiO ' ﾍ組合の期待する企業の譲歩性向であり，'4thは企業

の譲歩する最高限度の賃上げ額である。

 交渉の初期段階で，組合は企業の譲歩を期待しているであろうから，ρ

は比較的高い値をもっている。交渉の進むにつれて，企業の譲歩が得られ

ない醐合が判断すれぽ・組合はその予欝る蝶嘩歩性墜鯵三

訂するだろう。組合がρを下方に改訂していく限り，同じスト期間にして

獲得できると考える賃上げ額は下落していく。

 組合は，賃金交渉を開始するに当って，あるいは賃金交渉の経過中に，

倣？脚のもとに・予轡ト纈”働跡rする予想ス三間・s・㌣

予想賃上げ額，dCO。＊，を求める。それらを求めれば，それぞれ，

   …一紘角      ．   （29・．t

   A・）s・一諾評  ，  '』⑳
で昂る14）。

14） ee，；一k G．2＝Pfdws一（，Bisu＋P2s＃2）

 ⑳式・・一4ω・

  鰯式を⑳式に代入すれば，⑳式は

  G．2＝ P3 ，os． 一（Bls．＋ P2s．2）

 ttと帳ζ漉3・・につ呼齢すれば・

  薯一睡高一幅

  を得ることができる。これをギロと置けば，

  P3p-Bi 一 2B，s． ＝＝ 0

 一であり，St、について解くと；

  ・噴門1

  を得ることができる。これを旧式に代入し，適当．VC整理すれば，

（次頁へ続く）
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 これらを⑳式に代入すれば，組合は最大の予想スト純利得を求めること

ができる。それは

   G．2＊＝B3Aco，＊ 一一 （Bis．＊＋P2s．＊2） e6）

である。これは後の便宜のために

   σ。2＊＝G、＊一五。＊            吻

と示すこともできる。

 組合は賃金交渉に臨んでストを前に二つの利得を考慮する。それはスト

回避利得と予想スト純利得である。組合もこの二つの利得を同時に考慮す

るものとし，賃金交渉によって得られるだろう純利得を予想スト純利得，

U，ということにする。それを

   U＝ （1-r．）G．i＋z．G．2＊ ， es）
と仮定する。ここでπ．は組合の考えるスト（あるいはロックアウト）の

起る確率であり，それは

   π鵬謂ただし迦黎譜    ⑳

である。ここで4ωは組合が要求したならば企業は抵抗もなく譲歩するだ

ろう賃上げ要求額である。

 予想スト純利得は，G。2が予想されるならば，賃上げ要求額，4ω，だけ

の関数となるから，最大の予想スト総利得をもたらす賃上げ要求額，」ω＊，

を求めることができる。それは

   4ω・一々＋（1一各導）弩＊     ⑳

（前頁より続く）

  dω・＊一β3工房β1ρ

 が得られる。

  第一次導関数をさらに微分すれば，

  4舞一・β・＜・

 である。

9
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である15）。もし♪

15）⑰式G．1 ・Q（1一η）Vm（の∠ω＝β34ω

  ㈱式ひ＝・（1・一一π。）G。1＋π。G。2＊

      dn 一 atu一
  ㈲式π，、 ＝
      ∠あ＿Aω
  ⑳式G。2＊＝＝β3dtU。＊一（β・s。＊＋β2s。＊2）

  ㈱式G。2＊＝G1＊一L1＊

   ⑳式をいま次のようにおきかえる。
   n． ＝＝ rlatu 一一 r2

   ただし，，、栃差4ω，・γ・rzi．ee，tw一，ω

  これと⑰式を青竜に代入すれば，鰺式は
   U＝一γユβ34ω2＋（β3＋β3γ2＋γユG。2＊）∠ω一γ2G。2＊

  となる。これを」ωについて微分すれば，

  £til：U，，＝一2riP3A（D＋P3＋P3r2＋riGu2＊

  を得ることができる。これをゼロとおいて整理すれば，
  de＊．．mp，（1＋．r2）＋Zi，“k¢Gu．2＊

           2riP3      2riP3

  となる。これは，さらに，
  A．，＊．．，glt：；S k12＋r2）＋t／1！．g12＊

          2P3      2ri
  となる。ここでγゴσ＝1，2）についてノーテーションをもとにもどせば，

     ・＋∠農璽儲
  de＊ ＝＝        2 ＋砺

      4あ一勉
     ＝4亜＋壁
        2P3      2

  である。上式の第2項について，㈱式を考慮すれば，

     2

を得ることができる。さらに，鋤式を考慮すれば，
蟹一穿＊（i-U・1  Gl＊）

となる。したがって，

4ω・一
l＋（1-tL＊  Gl＊）撃

である。

 Uの∠ωに関するas一一次導関数をさらに4ωについて微分すれぽ，

鎌一一2・・β・〈・である・

署一部（∠ω諦一β1s諮ち12s汐）

  一一（・一β1s諾鱒

一10一
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   L．＊＝G，￥

であれば，最大の予想スト総利得をもたらす賃上げ要求額は

   ∠ω＊＝4亜

      2

である。しかし，通常の場合，

   Lu＊〈Gi＊

であるから，

   4ω・〉誓

となる。

（31）

（32）

W 賃 金 交 渉

 労働市場示企業と組合の双方に独占されている場合，両者の交渉によっ

て賃金はある一一定水準に決定される。本稿では，賃金交渉に臨む企業と組

合が，それぞれユニークな賃上げ回答額と賃上げ要求額をもっているとい

う想定のもとで，それらの水準を示した。

 企業はストを想定してスト随伴費用を予想する。他方で，企業は組合が

賃金交渉に臨んでどのような行動をとるかをも予想する。ストの際に組合

のとる行動として企業が念頭に置くものが「組合の抵抗曲線」である。企

業はこれを制約として最小スト随伴費用をもたらす賃上げ回答額を見積

る。次に，企業はスト回避損失と最：小予想スト随伴費用の双方を，ストの

起る確率でウェイトをつけて賃金交渉によって蒙る予想スト総費用を見積

る。これはdwrを与えられたものとすれば，スト前の賃上げ回答額のみ

の関数であるから，この費用を最小にするスト前賃上げ回答額を見積るこ

とができる。スト前賃上げ回答額は企業が予想する組合の抵抗性向に依存

する。

 組合はストに訴えた場合に獲得できるスト純利得を予想する。他方で，

企業がストを伴う賃金交渉においてとる行動を組合が予想する場合，組合

               一一 11 一一



              第 8 号

は「企業の譲歩曲線」を念頭に置いている。これを制約として，組合は自

己の予想スト純利得を最：大にするような賃上げ要求額を求める。次に，組

合はスト回避利得と予想スト純利得の双方をストの起る確率でウェイトを

つけて，賃金交渉によって蒙むる予想スト総利得を見積る。 これは，4あ

と4ωが与えられたものとすれば，スト前の賃上げ要求額のみの関数で

あるから，最大の予想スト総利得をもたらすスト前賃上げ要求額をもとめ

ることができる。これは組合の予想する企業の譲歩性向に依存する。

 企業と組合はそれぞれ回答額と要求額を胸に秘めて賃金交渉に臨む。そ

れぞれ，回答額は企業が予想する組合の抵抗性向に依存し，要求額は組合

が予想する企業の譲歩性向に依存する。したがって，交渉が妥結するかど

うかは，それぞれが予想する相手方の性向に依存する。回答額と要求額が

異なれば，その差は企業にその予想する組合の抵抗性向を改訂させ，組合

にその予想する企業の譲歩性向を改訂させる。

 賃金交渉の初期穀階では，企業は組合の抵抗を小さいものと考えてい

る。そのため，企業の回答額は低いものとなるだろう。低い回答額は，恐

らく高いだろう組合の要求額との差を大きいものとする。その差は企業が

予想する組合の抵抗性向を上方に改訂する動機を与えるだろう。組合の抵

抗性向を上方に改訂すれば，企業は予想スト総費用を高く見積るので，回

答額が上昇する。この傾向は回答額が要求額と一一致するまで続くだろう。

 同様に，組合も，交渉の初期段階では，企業の譲歩性向を大きいものと

考えている。そのため，組合の要求額は高いものとなる。高い要求額は，

企業の回答額との問に差があり，その差は，組合にその予想する企業の譲

歩性向を下方に改訂させることになる。そうすれば，組合はスト純利得を

より低く評価し，要求額は下落する。この傾向は要求額が回答額と一致す

るまで続くだろう。

 このように，企業がその予想する組合の抵抗性向を上方に改訂し，組合

がその予想する企業の譲歩性向を下方に改訂していく限り，それぞれ，回

答額は上昇し，要求額は下落していく。両者の差は，交渉の進むにつれて
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縮小し，やがて交渉は妥結に至る。
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